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MAXI J1535−571は、2017年 9月 2日に全天X線観測装置MAXIによって見つかったX線新星であり、発生
後のX線状態遷移からブラックホールと考えられている。我々は、発生 7日後から、南アフリカの IRSF 1.4m望
遠鏡を用いて、近赤外線 J (1.25µm), H (1.63µm), Ks (2.14µm)バンドでの三色同時観測をおこなってきている。
特に、発生から 1ヶ月間は、短時間変動の有無を調べるため、10秒積分で約 3時間の連続観測を複数回おこなっ
た。これらのデータの解析から、少なくとも発生 15日後に、近赤外線の全バンドで、数十秒の早い変動と数十分
の遅い変動の二種類の短時間変動があることがわかった。早い変動成分の色は観測中に大きな変化がないことか
ら、この変動が単一の放射成分に起因することが示唆される。観測された早い変動のカラーはAV ∼ 8− 10のダ
スト減光で赤化した冪乗則のスペクトル放射に整合的であり、ジェットからのシンクロトロン放射が早い変動の
放射起源と考えられる。一方で、遅い変動は、降着円盤からの多温度黒体放射、または照射円盤放射に起因する
可能性がある。2018年春季年会では、発生から 1ヶ月間のデイスケールの近赤外線の明るさの変動について報告
した。本発表では、近赤外線の短時間変動を中心に報告し、その放射起源について議論する。


